


















要約:小児期からの成人病予防健診の実施にあたっては,対策となる小児の負担が少ないこ

とと,健診結果を含む小児の健康に関する情報が対象小児におよび保護者に効率良く伝達

され,対策が講じられることが重要である。今回小児期からの成人病予防健診のシステム

を作成・実施し,本システムが良好に作動することを確認した。また,この健診で小児期に

動脈硬化危険因子を持続的に保有する小児が見出され,健康教育の一環としての健診は有

意義と考えられた。


